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　　照明柱の繊維モルタル補強工法
　　　（カテーテルメソッドのご提案）

　株式会社 ユキプライム　



⒈ ご提案内容
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１）老朽化した既設照明柱を 
        新品同等の強度に復元できる。

２）簡便かつ短工期な補強工法 
　　　既設照明柱の内面をアラミド繊維シートと
　　　　　         　高強度モルタルで補強できます。

３）施工条件「特長」
‐１ 外部が劣化しても、内部に形成した柱状構造物で耐力を維持できる。
‐２ 支柱の内面をアラミド繊維シートで補強ができる。
‐３ 掘削作業は伴わない。 
‐４ 埋設部分の補強ができる。
‐５ 外部の障害物は取り外す必要がない。 
‐６ 短工期施工ができる。
‐７ 補強工事での道路占有は軽四輪車の駐車程度



経済性の比較
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⒉ 経済性の比較

１）カテーテルメソッドの開発により、掘削が不要な補強技術を確立しました。 
    照明柱の建替費用と比較し、約75%のコスト低減が可能です。
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⒊ カテーテルメソッドの概要

本工法は、既設中空柱の中空内面に
インナーチューブをエアーで膨張させて 
アラミド繊維シートを張り付け、さらに 
高強度モルタルを充填して強度を向上 
させる複合一体型の補強工法である。  

高強度モルタル 
　 （無収縮） 

アラミド繊維シート 

インナーチューブ 
　 （内部風船） 

高強度モルタル 
　 （無収縮） 

インナーチューブ 
　 （内部風船） 

アラミド繊維シート 

既設中空柱

既設中空柱

高強度モルタル 

アラミド繊維シート 

インナーチューブ 



⒋ アラミド繊維とは
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・アラミドシートのとは
　高強度で軽量なアラミド繊維を、一方向あるいは二方向に編んだシートです。
　樹脂を含浸させてがら、コンクリートの表面にシートを貼り付けることにより、

　コンクリート構造物を補強・補修することができます。　

・アラミドシートの特徴
　　高強度です
　引張強度（2,060N/mm²）は、鋼材（SS400）の約5倍と高強度です。

　　高耐久です
　錆びず、耐水性、耐熱性にも優れています。

　　軽量です
　重量は鋼材の約5分の1と軽量なため、補強による自増加がほとんどないことに加え、
　搬入・設置は人力のみで行えます。

　　しなやかです
　　衣料用繊維と同等のしなやかさであり、テーパーやハンチのついている部材に対しても
　　容易に適応できます。

　　非導電・非磁性です
　　非磁性です電気を通さず、磁化しません。

　　衝撃によく耐えます
　　衝撃に強いので、防災分野に最適です。

　　樹脂がよく含浸します
　　樹脂が確実に含浸できるので、FRPとしての信頼性が向上します。

・アラミドシートの用途
　橋脚・高架柱・建物の柱などの耐震補強荷重増加に伴う床版・梁・カルバートなどの補強衝撃荷重を受けるシェッドの柱・梁などの補強
　コンクリート劣化対策としての橋梁上下部工・トンネル覆工・建物の外壁・桟橋などの補修・補強鋼構造・木構造の補修・補強
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⒌ 照明柱の基部補強の概要
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インナーチューブの空気圧により、
アラミド繊維シートを鋼管柱の内壁 
に確実に貼り付けることが出来る。

アラミド繊維シート 
高強度モルタル 
　 （無収縮） 

モルタル充填完了 

モルタル充填状況 モルタル充填完了 



⒍ カテーテルメソッドと外巻工法との比較
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① 鋼管柱（Φ165.2mm!厚5mm!2m）の試験体を３本製作。
　　実施場所：西野田工科高校内
　　施工時期：平成29年2月10日~2月13日
　　曲げ試験：平成29年3月17日（材齢32日）
　　試験目的：補強鋼管柱の曲げ試験により、補強鋼管は新品鋼管の1.3倍の強度が確認された。

補強鋼管の引張側円周1/2を 
切断して曲げ試験を実施 
　　　　（試験体ーC）

切断

カテーテル補強

切断

破壊荷重 133.5KN 
　　　（100%）

破壊荷重 51.6KN 
　　    （38%） 

破壊荷重 182.6KN 
           （136%） 

⒎ 補強鋼管柱の曲げ試験結果

 新品鋼管の曲げ試験を実施
　　　　　（試験体ーA） 

新品鋼管の引張側円周1/2を 
切断して曲げ試験を実施 
 　　　　 （試験体ーB） 
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② 補強鋼管柱の曲げ試験結果（新品以上の耐荷力に復元）

【試験内容】 新品鋼管の試験体ーA 及び引張側円周1/2を切断した試験体ーBとカテーテルメソッドで補強を施した試験体ーCの
3本を西野田工科高校の100t圧縮試験機でスパン1,000mm、載荷速度を2mm/minとし、3等分点載荷曲げ試験により破壊荷重の
測定を行った結果、補強鋼管は新品鋼管の1.3倍の強度が確認された。

鋼管の切断状況 インナーチューブの膨張状況 接着剤の含浸状況 モルタル充填状況 曲げ破壊状況



⒏ 各種曲げ試験結果
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【⒈ 試験実施日】  ２０１５年６月２８日   
【⒉ 試験場所 】　 大日コンクリート工業㈱山口工場 
【⒊ 試験方法 】    カテーテルメソッドで補強した新品電柱の 
　　　　　　　　　　　引張側を半切断して曲げ試験を実施。 

【⒋ 試験結果 】　設計破壊荷重に対して1.3倍の強度に復元。

① 電柱の曲げ試験結果　（新品同等の耐荷力に復元）
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② ヒューム管の曲げ試験結果（新品以上の耐荷力に復元）

【⒈ 試験実施日】  ２０１７年１月１２日（木）   

【⒉ 試験場所 】　　大阪府立西野田工科高校

【⒊ 試験方法 】　　カテーテルメソッドで補強した新品ヒューム管を半切断して曲げ試験を実施。 

【⒋ 試験概要 】　　補強を行った試験体の養生は４週間とし、養生後にヒューム管の中心部引張側 
　　　　　　　　　　　　を半切断し、100t圧縮試験機でスパン1,000mm、載荷速度を2.0mm/minとし、 
　　　　　　　　　　　　3等分点載荷曲げ試験により破壊荷重の測定を行った。 

【⒌ 試験結果 】 　　設計破壊荷重に対して2.9倍の曲げ強度を達成。 

繊維シートの圧着 モルタルの充填 半切断状況 曲げ試験状況 曲げ破壊状況



⒐ 特許、実用化
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特許取得済
１）中空コンクリートポール補強構造及び中空コンクリートポール補強工法
『特許第４１５７１４９号』 
２）中空コンクリートポールモルタル打設工法
『特許第４８３２４７５号』 
３）中空パイプ体補強シート貼付工法
『特許第５２９５０７５号』 
４）中空パイプ体補強シート貼付工法

『特許第５２４９２６３号』 
５）中空パイプ補強シート及び中空パイプ補強工法
『特許第６０７３１８４号』 
６）カテーテルメソッド
『商願2014- 31007』 

        岩国送信空中線柱補修工事を受注 
　（平成２３年 国土交通省大阪航空局発注）



１０. 「製品構造」アラミドパックの構造

13

構造と機能
アラミドパックは三層構造となっており、外側から一層目に「①アウターチューブ」、
二層目に「②アラミド繊維シート」、三層目に「③インナーチューブ」の構成である。

照明柱用アラミドパック



１１. 施工手順
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② 支柱内面状態の確認（管内カメラ挿入）

④ アラミド繊維シートに接着剤を含浸

⑤ アラミドパックの挿入（アウターチューブ回収）

① 開口蓋の取り外し

③ 支柱内腐食部の撤去及び残留水の排水

⑥ アラミド繊維シートの圧着（エアー注入）

⑦ 高強度モルタルの充填

⑧ 開口蓋の復旧

支柱内の調査 接着剤の含浸

アラミドパックの挿入 アラミドシートの圧着 支柱内の圧着状態

モルタルの撹拌状況 支柱内の充填状況モルタル充填作業

支柱内の錆除去



１２. 使用材料及び工具
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①  繊維シート補強工程で使用する材料及び工具等の外観図

②  モルタル充填工程で使用する材料及び工具等の外観図



１３. 照明柱の補強材販売、施工会社
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